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§１．研究成果の概要 

 

高速で適用範囲の広い量子機械学習アルゴリズムとして、量子計算によりランダム特徴量を用

いた学習を高速化する手法を用いて回帰問題を高速に解く量子アルゴリズムからさらに発展して、

分類問題を高速に解くアルゴリズムを構築し国際学会に投稿した。また誤り耐性量子計算の実装

に向けては、光での計算実装の難しさの定量的指標となる non-Gaussianity などの計算リソースの

定量化を大規模量子計算においても矛盾なく行う手法を提案し論文を投稿した。 
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